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研究要旨

 気候変動に伴い発生することが懸念される種々な利水障害への適応策を検討するためには，

近年頻発している集中豪雨や真夏日・猛暑日の連続，大寒波の発生等の極端な気象状況におい

て，実際に水供給システムに発生した被害の因果関係を明らかにする必要がある。本分担研究

では，平成 28 年 8 月 30 日に上陸した台風 10 号の影響により発生した断水について，文献調査

に基づき市町村ごとに最大断水戸数，断水期間，及び断水原因を整理した。さらに，8 月 29〜

31 日の 3 日間降水量，市町村別の最大断水戸数・断水期間，台風進路，水道給水エリアの情報

を GIS を用いて統合し，断水被害の分布を解析した結果，降水量と最大断水戸数の相関性が可

視化された。また，取水施設や管路が土砂災害により損壊した簡易水道の給水区域では，断水

期間が長くなる傾向が見られた。

A. 研究目的

平成 28 年 8 月 30 日に台風 10 号が観測史上初

めての進路で岩手県大船渡市付近に上陸し，岩手

県宮古市や北海道上士幌町では記録的な大雨と

なった。その結果，洪水や氾濫した川に流される

こと等により，22 名の死亡者が発生した。水供給

システムにおける被害としては，取水施設や管路

等の損壊や水源の濁りによる断水という深刻な

利水障害が起きた 1)。台風 10 号と気候変動との関

連は必ずしも明確ではないが，厚生労働省の水道

行政の推進のためには，今後気候変動に伴い発生

することが懸念される種々な利水障害への適応

策に資する知見を充実させる必要がある。具体的

には，集中豪雨や真夏日・猛暑日の頻発，大寒波

の発生等の極端な気象状況において，実際に水供

給システムに発生した被害の因果関係を明らか

にし，利水障害を克服できるソフト面及びハード

面での対策を整備することが急務である。

以上の背景のもと，本分担研究では，北東北・

北海道地方で発生した台風 10 号による断水につ

いて，まず文献調査により市町村ごとの最大断水

戸数や断水期間，及び施設損壊や濁度上昇等の断

水原因を整理すること，そしてそれらの情報を

GIS を用いて解析することにより断水被害の分布

と要因を明らかにすることを目的とした。

B. 研究方法

１．収集したデータセット

内閣府が発表した「平成 28 年台風 10 号による

被害状況等について（平成 28 年 8 月 30 日 10 時

00 分現在から平成 28 年 11 月 16 日 14 時 00 分現

在の全 24 報）」1)をウェブページからダウンロー

ドし，市町村別の最大断水戸数，断水期間，及び

断水原因に関する情報を整理した。また，気象庁

が提供している 8 月 29〜31 日の 3 日間降水量及

び台風進路 2)，国土交通省が提供している国土数

値情報・上水道関連施設データの給水区域 3)を収

集した。被害が甚大，断水の発生戸数・期間が最

大だった岩手県下閉伊郡岩泉町については，岩泉

町が発表した「台風災害に関する最新情報（平成

28 年 9 月 2 日午後 5 時現在から平成 29 年 1 月 31

日に現在の全 55 報）」4)をウェブページからダウ

ンロードし，町内に複数存在する簡易水道につい

て，断水の発生と復旧過程を調査した。
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２．GIS を用いた断水発生の因果関係解析 

収集したデータセットを ArcGIS 9.3（ESRI ジャ

パン）を用いて統合し，8 月 29〜31 日の 3 日間降

水量と最大断水戸数の関係，水道施設の種類（規

模）と断水期間の関係を解析した。

C. 結果及び考察

１．断水の最大発生戸数，期間，及び原因

平成 28 年台風 10 号による断水は，宮城県，岩

手県，青森県，北海道に位置する 23 の市町村で

発生した（表１）。最大断水戸数が最も多かった

のは，岩手県下閉伊郡岩泉町であり（3,513 戸），

10 月 8 日に町内全ての応急復旧が完了するまで

39 日間を要した。その間，岩泉町へは，盛岡市，

一関市，滝沢市，岩手中部水道企業団，大船渡市，

矢巾町，及び自衛隊の給水車が出動し，応急給水

が行われた 1)。断水発生の原因は，停電と土砂災

害である。

アメダスの観測点「岩泉」における観測値は，

1 時間降水量が 70.5 mm，24 時間降水量が 203.5 

mm，期間降水量が 251.0 mm を記録した 1)。その

結果，岩泉町内では 116 件の土石流等，4 件のが

け崩れが発生した 5)。岩泉町の山間部は岩盤が硬

いために，保水力の低い表土層が短時間に集中し

た降水を含みきれず，広範囲で土石流やがけ崩れ

が発生したと考えられている 5)。また，台風 10 号

のおよそ 1 週間前に上陸した台風 11 号及び 9 号

に伴い発生した大雨により，山地の保水能力が既

に低下していたことも指摘されている 6)。 

岩泉町には 11 の簡易水道が整備されているが，

その水源は小本川の表流水または伏流水が 8 つ，

湧水が 2 つ，地下水が 1 つである 7)。小本川の支

流清水川の湧水を水源とする岩泉簡易水道（給水

人口 3,188 人）では，ろ過池閉塞及び管路破損に

より断水が発生した 1)。岩泉簡易水道の給水区域

に含まれる乙茂地区では，2 m を超える浸水被害

が発生し 6)，高齢者福祉施設において亡くなられ

た 9 名を含む 11 名の命が奪われた 1)。乙茂地区で

は，岩泉町内で最も遅い 10 月 8 日に試験通水が

終了し，断水の応急復旧が完了した 4)。 

岩泉町は，山地を蛇行しながら小本川が流れて

おり，本川や支流に沿って国道 455 号，国道 340

号が整備され，限られた平地に公共施設や住宅が

集中している 6)。国道 455 号の落合から乙茂地区

に掛けての区間（のべ 2.2 km）では土砂流出や冠

水が発生し，迂回路がないために集落の孤立も発

生した 1)。著者らが収集した文献に直接の記述は

ないが，岩泉町の一部の簡易水道で断水期間が長

引いた原因は，水道施設の損壊に加えて，道路が

寸断されたことにより車両が通行できなかった

ことが考えられた。今後，現地における担当者へ

の聞き取り調査等により，断水発生原因と復旧過

程をより詳細に明らかにする必要がある。

岩泉町の次に最大断水戸数が多かったのは，北

海道上川郡清水町であり（2,962 戸），取水施設

及び管路が破損したことにより，15 日間断水した

（表１）。隣接する新得町でも取水施設及び管路

の破損に加えて，水源の濁りにより 2,700 戸が断

水し，復旧に 14 日間を要した。新得町では，台

風 11 号及び 9 号に伴い発生した水源の濁りによ

り，1 戸で 8 月 20 日から 23 日の間断水が発生し

ている 8)。また，岩手県久慈市，宮古市でも水源

の濁り及び管路の破損によりそれぞれ 11 日間，

10 日間断水した。 

２．GIS を用いた断水発生の因果関係解析 

台風 10 号による断水が発生した北東北・北海

道地方を対象に，台風 10 号の進路，3 日間降水

量，断水戸数，及び水道施設・給水区域の関係を

GIS を用いて示した（図１）。岩手県では，台風中

心進路の東側に位置する宮古市，岩泉町，久慈市

で最大断水戸数が 500 戸以上発生した。これらの

3 市町に位置する 5 つのアメダス観測点（岩泉，

山形，川井，下戸鎖，刈屋）では，3 日間降水量

が 150 mm を超えていた。青森県の大和山及び酸

ヶ湯でもそれぞれ 186 mm 及び 249 mm の 3 日間

降水量が観測されたが，上水道または簡易水道が

整備されていない地点だった。

北海道では，十勝地方に位置する清水町，新得

町，大樹町，及び帯広市で 500 戸以上の断水が発

生していた（図１）。付近のアメダス観測点にお

ける 3 日間降水量は，ぬかびら源泉郷の 332 mm，

上札内の 278 mm，新得の 234 mm，三股の 227 mm，

糠内の 169 mm，留真の 153 mm 等，150 mm を超

える地点が 6 地点分布しており，岩手県と同様の

傾向が見られた。

断水期間が長かった日高町日高地区千栄（30 日

間）は，沙流川を水源とする簡易水道の給水区域

だった。2 箇所ある取水施設のうち，千栄にある
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1 箇所の取水施設が損壊し，配水管が添架されて

いる千呂露橋が崩落した。災害発生後およそ 2 週

間で仮橋が設置され，その後に配水管が仮設され

た。沙流川下流のもう 1 箇所の取水施設から送水

し，9 月 29 日に断水の応急復旧が完了した。 

E. 結論

平成 28 年台風 10 号により発生した断水につい

て，文献調査に基づき市町村ごとに最大断水戸数，

断水期間，及び断水原因を整理した。さらに，GIS

を用いて 8 月 29〜31 日の 3 日間降水量，最大断

水戸数・断水期間，台風進路，水道給水区域の情

報を統合して断水被害の分布を解析した結果，降

水量と最大断水戸数の相関性が可視化された。ま

た，取水施設や管路が土砂災害により損壊した簡

易水道の給水区域では，断水期間が長くなる傾向

が見られた。

近年，梅雨前線に伴う集中豪雨の頻発や真夏日

の記録更新等，極端な気象状況が顕在化している。

例えば東京の年平均気温は過去 100 年間でおよそ

3℃上昇しており，今後も上述したような極端現

象が起きやすくなることが指摘されていること

から，それに伴う利水障害適応策を早急に整備す

ることが肝要である。
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表１．市町村別の最大断水戸数，断水期間，及び断水理由 a) 

市町村 最大断水戸数
断水期間

[日] 
断水原因

宮城県 気仙沼市 110 0 b) 停電

岩手県 岩泉町 3513 39 停電，土砂災害

久慈市 557 11 水源の濁り，停電，管路破損

軽米町 32 11 管路破損

宮古市 1755 10 水源の濁り，管路破損

野田村 41 10 取水施設破損

普代村 432 3 管路破損

葛巻町 270 2 管路破損

大槌町 94 2 管路破損

遠野市 27 2 管路破損

青森県 むつ市 18 1 停電

北海道 日高町 100 人 30 管路破損

清水町 2962 15 取水施設及び管路破損

新得町 2700 14 水源の濁り，取水施設及び管路破損

占冠村 150 14 停電，管路破損

大樹町 2300 8 取水施設及び管路破損

南富良野町 190 5 停電，管路破損

帯広市 600 2 水源の濁り，管路破損

羅臼町 420 1 管路破損

函館市 440 1 停電

洞爺湖町 2 1 停電

森町 236 1 停電

広尾町 0 1 取水施設破損

a) 内閣府「平成 28 年台風 10 号による被害状況等について（8 月 30 日 10:00 現在から 11 月 16 日 14
時 00 分現在まで全 24 報）」から抜粋して整理した。

b) 停電の解消により断水が発生した 8 月 30 日中に復旧した。
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図１．GIIS で統合したた台風 10 号号の進路，3

 

 
日間降水量，断水戸数，及び水道施施設・給水区区域の関係 
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